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下水道の役割と経営原則

「この法律は、流域別下水道整備総合計画の策定に関する事項
並びに公共下水道、流域下水道及び都市下水路の設置その他の
管理の基準等を定めて、下水道の整備を図り、もつて都市の健
全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し、あわせて公共用水域の
水質の保全に資することを目的とする。」（下水道法第１条）

①下水道の４つの役割

②下水道事業の経営の基本的な考え方

下水道は、市が使用料を徴収し
て運営する公営企業

受益者負担の原則
独立採算制による事業運営

🔹雨水公費、汚水私費の原則🔹

雨水処理（浸水防除）

経営の原則

公費（税金）負担

汚水（生活排水）

私費（使用料）負担



牛久市の下水道経営
①牛久市の下水道事業の概要

②牛久市の下水道事業の経営課題

下水道施設の老朽化
による更新・改築

維持・更新費用増加

人口減少・高齢化

料金収入の減少

++ +

一般財源から補填21.3％

令和6年から10年の資金不足予想



令和６年４月下水道使用料の改定料金
健全な事業運営と長期的に安定したサービスを提供するため、下水道の使用料の値上げが必要と判断し条例の改正を
可決しました。



太陽光発電設備の適正な設置及び管理に関する条例

日あたりのよい
立地であれば
場所を選ばない

土地を大面積に
わたっておおう

傾斜地、樹木地など
への立地
・南向き斜面の山林

【事業立地の状況】

大規模未利用地
への立地
・埋立地、干拓地
・工業団地
・ゴルフ場跡地
・耕作放棄地など

【太陽光発電導入要因】 【おもな影響要因】

樹木の伐採

太陽光パネル

土地の造成

【環境ダメージ】

動植物
生態系

廃棄物

景観

生活環境

水

地形
地質

自然エネルギー
への注目が高まる

太陽光発電の設を規制する
独⾃の条例がある県内の市町村

笠間市 つくば市 ⽯岡市 ⿓ケ崎市

⼟浦市 古河市 結城市 北茨城市
常陸太⽥市 守⾕市 境町 
かすみがうら市 五霞町 東海村 
桜川市 下妻市 ⽇⽴市 ⼤⼦町 

⼋千代町 坂東市 筑⻄市


